
第 4 章 北 白川追分町遺跡出土の 木材の樹種 

伊東隆夫 林 昭三 島地 謙 

@ ェ ｜ よ じ め 

縄文時代の泥炭質 層 に包含されて 大小多数の木材が 出土した。 今回は枝 材 あ るいは，つ 

る性木材などの 小径木は調査の 対象から除外され ，比較的径の 大きな木材が 調査の対象と 

された。 その中には根付きの 相当大きな木材も 多く含まれていた。 

2  分析方法 

これらの木材から 採取した試料から 安全力， ソ りを用いて薄い 切片を作製し ，永久プレ 

パラートとした。 木材を掘り上げた 後に放置しておいたために ，乾燥によって 木材組織が 

著しく変形しているものも 相当あ ったが，その 場合には蛍光顕微鏡を 併用して樹種の 同定 

をおこなった。 全部で 58 点の出土木材について 樹種同定をおこなったが ，それらの試料 番 

号 ，出土地区，層位ならびに 同定樹種を表 17 に示した。 また同定された 樹種の件数につい 

てまとめたものを 表 18 に示した。 プレパラートの 写真は，図版 42 ～ 49 に示した。 

3  同定結果 

樹種同定に際して 根拠となった 各樹種の特徴および 当該樹種の試料番号は 以下のとおり 

であ る。 

ヵ ヤ (W37.W45.W4g.W55.W58.W69)  垂直ならびに 水平樹脂道は 存在し 

ない。 軸 方向柔細胞は 存在しない。 仮道管の側壁にちせん 肥厚が存在するが ， らせんは対 

になっているのが 特徴となる 0 

ヤナギ 属 (Wl .W18.W20 ・ W42)  道管は散在し ，学 せん孔を右する。 道管と放射 

組織の接する 部分の壁 孔は ，ふる ぃ 状を呈す。 放射組織は異性ですべて 単列であ る。 

オニバ ルミ (W22)  直径の大きい 道管が散在し ，単 せん孔を有する。 道管中には， チ 

ロースが存在する。 軸 方向柔細胞は 接線状に配列する。 放射組織は同性でⅠ～ 3 細胞 列 で 

あ る。 

ア サ ダ (W26)  散乱 材 。 道管の大きさは 中庸で分布数は 多い。 草 せん孔を有し ，ら 

せん肥厚が認められる。 側壁には小壁 孔が 交互 状 に配列する。 放射組織にほ 同性のものと 
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表 l7  木材の出土地区と 層位 

番号 地区 層 位           種 番号 地区 層 位       種 
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表 l8  出土木材の樹種と 件数 
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異性のものとがあ り，結晶を含む。 

7 ヵ ガシ 亜属 (W13.W14.W27.W3l .W5l .W52.W54.W6l .W63)  放射礼 材 。 

木口面では大きさがほぼ 等しく，壁の 厚い道管が放射状に 配列する。 単列の放射組織と 広 

放射組織とを 有する。 

ムクノキ (Wl5.W16.W39)  道管は散在する。 木口面では 軸 方向柔細胞が 接線方向 

に連合翼状あ る ぃは 帯状に並び，縞模様をなす。 道管と放射組織との 接合部の壁孔は 円形 

でほなく，不規則。 放射組織 は 異性で 1 ～ 5 細胞 列 。 

ヤマグ ワ (W5g.W60 ・ W67 .W70)  環 乱杭。 孔 圏外道管は 2 ～ 3 個あ るい ほ ，それ 

以上が斜線状に 接合する。 道管内腔にはチロースがつまっている。 道管と放射組織との 接 

合部の壁 孔は レンズ状で大きく 目立つ。 放射組織は異性でⅠ～ 6 細胞 列 。 

カツラ (Wl7)  道管は小さく ，多数散在する。 道管のせん孔は 階段状で，内腔にチ 

ロースが存在することが 特徴となる。 放射組織は異性で 単列ないしは 2 細胞 列 。 

クスノキ 科 (W68)  敬礼 材 。 道管 は草 せん孔を有する。 道管の周囲をとり 囲む柔細胞 

は大ぎく目立つ。 袖細胞はほとんどみられない。 放射組織は異性で 1 一 3 細胞 列 0 この 調 

査の試料は，道管の 大きさからダンコウバイではないかと 考えられるが 断定できない。 

ュ クノキ (W 弼 )  大型の道管が 孔 圏を形成するが ， 孔 圏外ではいくぶん 大きさが減じ 

る敬礼状の 環 花材。 道管はほ ば 単独であ るが 2 一 3 個放射方向に 連結することがあ る。 柔 

細胞 低 周囲柔組織を 構成する。 放射組織は同性のものと 異性のものとが 混在し ， 1 ～ 6 細 

胞列 。 さや細胞が存在する。 

キハダ (Wg .W32.W 囮 ・ W66)  環 北村。 道管は単せん 孔を有しており ， 孔 圏外 

になると急に 大きさを減じ 円状 乃至接線方向に 長い団塊状の 集団 管 孔を示す。 柔細胞は道 

管の周囲をとり 囲む。 放射組織は同性で 1 ～ 4 細胞 列 0 

ュズリ ハ尾 (W24.W お )  敬礼 材 。 道管 は 非常に小さくかつ 多数分布する。 階段せん 

孔を有し，階段の 数は多い。 放射組織は異性で 1 ～ 2 細胞 列 ，ときに 3 細胞 列 。 

カェ デ属 (W2 .W7 .W8 .WlI .W2l .W4l .W56.W57.W65)  道管は平等に 

散在し ，学 せん孔を有する。 木口面で見ると 柔細胞が波状の 特徴あ る配列をする。 放射組 

織 は 同性で 1 一 4 細胞 列 。 

トチ ノキ (W3 .W4 .Wl0 ・ W28.W2g.W30 ・ W43.W 何 ・ W48.W72) 散乱 材 

であ るが，道管は 年輪の始めと 終りにほ比較的少なく 分布する。 放射組織は同性で 単列で 

あ り，層階 状に 規則的に配列する。 
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図 90  泥炭質 層 2 上 c 、 第 2l 層 ) における 図 9l 泥炭質 層 2 丁 11 第 02 層 )E お ける 
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図 92 泥炭質 層 3 中 ( 第 26 層 ) における 

木材の出土状況 
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図 93  泥炭質 層 4( 第 W8 層 ) における 

木材の出土状況 
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サルナシ (Wl2)  環 北村。 孔圏 道管は非常に 大きく不完全に 孔 圏を形成する。 孔 圏外 

で道管は急に 大きさを減じ ，ほぼ単独で 出現する。 道管は単せん 孔を有し，側壁には 階段 

瞳 孔 が 存在することがあ る。 放射組織は異性で 1 一 6 細胞 列 。 

エ ゴ ソキ (W6)  散乱打。 道管は階段せん 孔を有し， 数 個の細胞が集団をなすか ， あ 

るいは 5 一 6 細胞が放射方向に 連結する。 放射組織は異性で 1 ～ 3 細胞 列で ，縁辺の直立 

細胞は高い。 2 つの放射組織が 高さ方向にしばしば 連結することがあ る。 

4 者 察 

木材の出土は ，泥炭質 層 2 上 ，泥炭質 層 2 丁，泥炭質 層 3 上 ・ キ ・ 下 ，泥炭質 層 4, 青 

灰色シルト 1 の 5 層にまたがっている。 それぞれの地層における 木材の出土状況を 図 90 ～ 

94 に示した。 図からわかるように ，出土した木材の 大半が泥炭質 層 2 に集中していた。 各 

層 において， とくに大型の 木材についてみると ，泥炭質 層 2 上では W3.W4 が トチ ノキ， 

W16 がムクノキ， W28 が トチ ノキ，泥炭質 層 2 下では Wl0 が トチ ノキ， W13 がアカガシ亜 

属，泥炭質 層 3 では W29 が トチ ノキ， W57 が カェデ属 ，泥炭質 層 4 では W4i が カェデ属 ， 

W44 が トチ ノキ，青灰色シルトⅠでは W39 がムクノキであ る 0 このことからわかるよ う に， 

当時トチノキ ，ムクノキ， カェデ属 ，アカ 

ム … " 

ガシ 亜属の少なくとも 4 種が大経木として 

W ㏄         生育していたといえる。 他方表出から ， 針 

葉樹は カヤ のみであ ったが，出土 側 が 6 点 
  
w ㏄ 

と多い方であ ったこと，さらに 出土例の最 

も多かったのは トチ / キ 010 点で，これに 

次いでカエデ 属や アカガシ亜属が 多く出土 

したこととを 考えあ わせ，湿地に 強い トチ   
ノキ， カェデ属 ，ヤナギ 属 ，カツラ， オ二 

グル，，ヤマグ ヮ， キハダ，ムクノキの 中 

に常緑広葉樹のアカガシ 亜属や針葉樹の カ 

ヤ が相当量混交していたものと 思われる。 

    Ⅰ Om 

国弘 青灰色シルト l ( 第 33 層 ) における 

木材の出土状況 
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